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理 科   

 

注  意 

１． 解答用紙について 

（1） 解答用紙は別に 1 枚あります。 

（2） 先生の指示に従って，所定の場所に組・番号・氏名を書きなさい。 

（3） 答えはすべて解答用紙の所定の場所に，はっきりと書きなさい。 

単位を書く場合は，大文字と小文字の区別をはっきりさせること。 

記述で答える問題は，文末の「。」を忘れずに書きなさい。 

クセ字等で判別が困難な場合には不正解とします。 

（4） 漢字指定以外の問題はひらがなで解答してもかまいません。 

 

２． 問題用紙について 

（1） 表紙の所定の場所に組・番号・氏名を書きなさい。 

（2） 問題は全部で 8 問あり，表紙を除いて 11 ページです。 

（3） 解答するとき，必要に応じて解答用紙に単位を正しく書くこと。 

〇 配点は各２点です。一部【完答】の問題，３点配点の問題があります。 

〇 印刷のはっきりしないところは，手をあげて先生に聞きなさい。 

 

※ この問題は、塾などの営利目的の場での使用はご遠慮ください。 

 

 

 

        ２年   組   番  氏名                     
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１ 次の各問に答えなさい。 

 いろいろな質量のマグネシウムの粉末をよく加熱し，質量を測定した。表は加熱前後の質量を測定した結果で 

ある。 

   表 

 

 

 

問１ マグネシウムの質量と結びついた酸素の質量の比は，何：何であるといえるか。最も簡単な整数の比で書

きなさい。 ３：２ 

 

問２ マグネシウム３.３ｇからできる化合物の質量は何ｇか，書きなさい。 ５．５ｇ 

 

 

 

 

問３ マグネシウム３.０ｇの加熱を途中でやめ，質量をはかると４．２ｇであった。反応しないで残っている  

マグネシウムの質量は何ｇか，書きなさい。 1.2ｇ 

 

 

 

 

 

問４ 酸化銀２．９ｇをじゅうぶんに加熱すると，銀２.７ｇが残った。 

では酸化銀１７．４ｇをじゅうぶんに加熱すると，酸素は何ｇ発生するか，書きなさい。 

 １．２ｇ 

加熱前〔ｇ〕 ０．６ ０．９ １．２ １．５ １．８ 

加熱後〔ｇ〕 １．０ １．５ ２．０ ２．５ ３．０ 
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２ Ａさんたちは，理科の授業で，金属を空気中で熱したとき，加熱後の物質の質量がどのように変化するのか 

を調べる実験をした。次の各問に答えなさい。 

〔方法〕 

Ⅰ ステンレス皿の質量をはかった後，銅の粉末 1.00ｇをステンレス皿

に入れる。 

Ⅱ 右の写真のように，ステンレス皿に入っている銅の粉末をガスバー

ナーで５分間加熱する。 

Ⅲ よく冷ました後，ステンレス皿全体の質量をはかる。 

Ⅳ Ⅱ・Ⅲの操作を６回繰り返す。 

Ⅴ 結果をグラフに表す。 

 

〔結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問１ 実験の結果，粉末はすべて酸化銅となった。このとき，銅の質量と，結びついた酸素の質量の比として，最

も適当なものを，次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア ５：４ イ ４：５ ウ ４：１ エ １：４ 

 

問２ 〔結果〕のグラフから，１回目の加熱で，銅に結びついた酸素の質量は何ｇか書きなさい。 

 0.18ｇ 

 

問３ Ａさんたちは，この実験を，銅の粉末の質量を 1.00ｇから 37.32ｇに変えて行いました。その結果， 

1.00ｇのときと同じように，ある加熱の回数から，加熱後の物質の質量が変化しなくなりました。このと

き，銅に結びついた酸素の質量は何ｇか書きなさい。  9.33ｇ 
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３ うすい塩酸と炭酸水素ナトリウムが反応するときの質量の関係を調べるため，次の実験１，２を行いました。

次の各問に答えなさい。 

実験１ 

図１のように，うすい塩酸と炭酸水素ナトリウムが入った密閉容器全体の質量を電子てんびんで

はかった。次に，図２のように，密閉容器を傾けて，うすい塩酸と炭酸水素ナトリウムを混ぜ合わ

せると気体が発生した。気体の発生が完全に終わった後，図３のように，密閉容器全体の質量を電

子てんびんではかったところ，化学変化の前後で質量の変化はなかった。 

図１                 図２        図３ 

   

実験２ 

図４のように，うすい塩酸 30cm3を入れたビーカーと，炭酸水素ナトリウム 1.0ｇをのせた薬包

紙をいっしょに電子てんびんにのせ，反応前の全体の質量をはかった。次に，図５のように，炭酸

水素ナトリウム 1.0ｇを，ビーカーに入れたうすい塩酸 30cm3に加えたところ，炭酸水素ナトリウ

ムは気体を発生しながら全部とけた。気体の発生が完全に終わった後，図６のように，反応後のビ

ーカーと，薬包紙をいっしょに電子てんびんにのせ，反応後の全体の質量をはかった。この方法で

うすい塩酸 30cm3に加える炭酸水素ナトリウムの質量を，2.0ｇ，3.0ｇ，4.0ｇ，5.0ｇ，6.0ｇにか

えて，それぞれ実験を行った。表は，その結果をまとめたものである。図７は炭酸水素ナトリウム

の質量と，発生した気体の質量との関係を表すグラフである。 

図４            図５        図６ 

   

                              図７   

表 
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問１ 実験１について，次の①，②の問いに答えなさい。 

①  次の  の文章中の( ｘ )にあてはまる，適当なことばを書きなさい。質量保存 

 

化学変化の前後で，その反応に関係する物質全体の質量は変化しない。これを( ｘ )の法則という。 

 

② 化学変化の前後で，その反応に関係する物質全体の質量が変化しない理由について説明した文として

最も適当なものを，次のア～カから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 原子の数も，原子の組み合わせも，原子の種類も変わらないから。 

イ 原子の数は変わるが，反応に関係する原子の組み合わせと原子の種類は変わらないから。 

ウ 原子の組み合わせと原子の種類は変わるが，反応に関係する原子の数は変わらないから。 

エ 原子の数と原子の種類は変わるが，反応に関係する原子の組み合わせは変わらないから。 

   オ 原子の種類は変わるが，反応に関係する物質の原子の数は変わらないから。 

   カ 原子の組み合わせは変わるが，反応に関係する物質の原子の種類と原子の数は変わらないから。 

問２ 次の  の文章は，実験２の結果の表と図７のグラフから，炭酸水素ナトリウムの質量と，発生した気

体の質量との関係を説明したものである。あとの①，②の問に答えなさい。 

発生した気体の質量は，（ ｘ ）ｇになるところまでは炭酸水素ナトリウムの質量に比例する。これは，

うすい塩酸に炭酸水素ナトリウムがすべて反応したからである。発生した気体の質量が（ ｘ ）ｇのと

き，反応した炭酸水素ナトリウムの質量は（ ｙ ）ｇである。 

また，発生した気体の質量は，（ ｘ ）ｇよりも大きくならない。これはうすい塩酸が不足し，炭酸水

素ナトリウムがすべては反応しないで，ビーカー内に残るからである。うすい塩酸 30cm3に炭酸水素ナトリ

ウム 6.0ｇを加えたとき，ビーカー内に残る炭酸水素ナトリウムは（ ｚ ）ｇである。 

① 文章中の（ ｘ ）にあてはまる数値を書きなさい。ｘ 1.6 

 

 

② 文章中の（ ｙ ）にあてはまる数値を書きなさい。ｙ 3.2 

 

 

 

③ 文章中の（ ｚ ）にあてはまる数値を書きなさい。ｚ 2.8 
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４ 電流計と電圧計の使い方について，次の各問に答えなさい。 

問１ 電流計を用いて，大きさが予想できない電流を測定するとき，電流計へのつなぎ方として最も適当なもの

を，次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。なお，用いる電流計の＋端子は１つであり，電流計の

－端子は５Ａ，５００ｍＡ，５０ｍＡの３つである。 

ア  はじめに，電源の－極側の導線を５０ｍＡの－端子につなぎ，指針の振れが大きければ，５００ｍＡ，    

５Ａの－端子の順につなぎかえて，指針が示す目もりを正面から読んで電流の大きさを測定する。 

イ  はじめに，電源の－極側の導線を５０ｍＡの－端子につなぎ，指針の振れが小さければ，５００ｍＡ，    

５Ａの－端子の順につなぎかえて，指針が示す目もりを正面から読んで電流の大きさを測定する。 

ウ  はじめに，電源の－極側の導線を５Ａの－端子につなぎ，指針の振れが小さければ，５００ｍＡ，      

５０ｍＡの－端子の順につなぎかえて，指針が示す目もりを正面から読んで電流の大きさを測定する。 

エ  はじめに，電源の－極側の導線を５Ａの－端子につなぎ，指針の振れが大きければ，５００ｍＡ，      

５０ｍＡの－端子の順につなぎかえて，指針が示す目もりを正面から読んで電流の大きさを測定する。 

 

問２ 図１は電圧計を拡大したものである。電源装置で１０Ｖの電圧を加えたい場合，電圧計の－端子を接続す

るのに最も適当な端子はどれか。図１のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。イ 

 

 

 

 

問３ 電流を測定すると図２のようになった。①～③について単位をつけて読み取り，その値を書きなさい。 

 

① ５００ｍＡの－端子につないだときの a の指針が指している値。 400ｍA 

② ５０ｍＡの－端子につないだときの b の指針が指している値。 26.5ｍA（26.4，26.6 も可） 

③ ５Ａの－端子につないだときの c の指針が指している値。  0.38A（0.37，0.39 も可） 

 

問４ 電圧を測定すると図３のようになった。①,②について単位をつけて読み取り，その値を書きなさい。 

 

① １５Ｖの－端子につないだときの a の指針が指している値。 11.0V（11.00も可） 

② ３００Ｖの－端子につないだときの b の指針が指している値。 154V（153，155 も可） 

 

図２ 
図３ 

図１ 
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５ 次の各問い答えなさい。 
 

問１ ケイ素（シリコン）やゲルマニウムなどのように，電流が流れやすい物質と電流が流れにくい物質の中間

の性質がある物質を何というか，書きなさい。 半導体 

 

問２ 図１の抵抗Ａに加わる電圧は何Ｖか，書きなさい。 ２４Ｖ 

 

 

 

問３ 図２の抵抗イは何Ωか，書きなさい。 １.５Ω 

 

   

 

問４ 次のア～オの中でやってはいけない危険な回路はどれか。 

全て選び，その記号を書きなさい。【完答】 

 

 

 

 

 

問５ 回路図として正しくないかき方のものを，次のア～オから全て選び，その記号を書きなさい。【完答】 

 

 

 

 

 

 

問６ 図３と同じ回路を表したものを次のア～カから１つ選び，その記号を書きなさい。ただし，抵抗器はすべ

て抵抗の大きさが同じである。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Ａ Ａ 

Ａ ア イ ウ エ オ 

ア イ ウ エ オ 

図３ 

ア イ ウ 

エ オ カ 

Ａ 

Ｖ 

Ａ 

Ａ 

Ｖ 

Ａ

 

Ａ 

Ｖ 

Ａ 

Ａ

 
Ａ

 

Ｖ 

Ｖ 

Ａ 

Ａ 
Ａ 

Ａ 

Ｖ Ｖ 

Ａ

 

Ａ

 

ア 

イ 

  

4Ａ 

  

  

6Ω 8Ω 

9Ｖ 

6Ａ 

7Ａ 

図１ 

図２ 
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６ 電流とそのはたらきを調べるために，抵抗器ａ，ｂを用いて回路をつくり，次の実験１～３を行った。こ 

の実験に関して，次の各問に答えなさい。ただし，抵抗器ａの抵抗の大きさは 30Ωとし，抵抗器以外の回 

路中の抵抗の大きさは考えなくてよい。 

実験１ 図１のように，回路をつくり，スイッチを入れ，電圧計が 6.0Ｖを示すように電源装置を調節し，

電流を測定した。 

実験２ 図２のように，回路をつくり，スイッチを入れ，電圧計が 6.0Ｖを示すように電源装置を調節した

ところ，電流計は 120ｍＡを示した。 

実験３ 図３のように，回路をつくり，スイッチを入れ，電圧計が 6.0Ｖを示すように電源装置を調節し，

電流を測定した。 

図１    図２ 図３ 
   

 

問１ 実験１について，電流計は何ｍＡを示すか，書きなさい。200ｍA 

 

問２ 抵抗器ｂの電気抵抗は何Ωか，書きなさい。20Ω 

 

問３ 実験２について，抵抗器ｂの両端に加わる電圧は何Ｖか，書きなさい。2.4V 

 

問４ 実験３について，電流計は何ｍＡを示すか，書きなさい。00ｍA 

 

問５  実験３について，回路全体の抵抗は何Ωか，書きなさい。１２Ω 

 

 

問６ 実験で用いた抵抗器 a,b を電源装置にＡ～Ｄのように接続した。回路全体の抵抗が小さい順になるように

左から並べ，その記号を書きなさい。 Ｃ→Ｄ→Ｂ→Ａ 

Ａ             Ｂ             Ｃ           Ｄ 

 

 

抵抗器a 

抵抗器a 抵抗器a 

抵抗器b 

抵抗器b 

抵抗器b 抵抗器a 抵抗器b 
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７ 次の各問に答えなさい。 

問１ 図１は，電源装置，スイッチ，豆電球 a,b,c を取り付けた回路である。スイッチを入れ，電源装置で電流

を流すと豆電球はすべて点灯した。その状態で次の①，②の操作をした場合，豆電球 a～ｃはそれぞれどう

なるか。最も適当なものを次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

① 豆電球 a をソケットから取り外す。 

ア 豆電球ｂもｃも点灯したまま。 

イ 豆電球ｂは消灯，ｃは点灯したまま。 

ウ 豆電球ｃは消灯，ｂは点灯したまま。 

エ 豆電球ｂもｃも消灯する。 

 

② 豆電球ｂをソケットから取り外す。 

ア 豆電球 a もｃも点灯したまま。 

イ 豆電球 a は消灯，ｃは点灯したまま。 

ウ 豆電球ｃは消灯，a は点灯したまま。 

エ 豆電球 a もｃも消灯する。 

 

 問２ 図１の回路を回路図で表したものが図２である。豆電球ｃに加わる電圧をはかる場合，図３の導線Ｘと

導線Ｙはどことどこにつなげばよいか。図２のア～サからそれぞれ選び，その記号を書きなさい。Ｘ：ク 

Ｙ：キ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問３ 図２の点Ａを流れる電流をはかる場合，図４の導線Ⅹと導線Ｙはどことどこにつなげばよいか。 

図２のア～サからそれぞれ選び，その記号を書きなさい。 Ｘ：ケ Ｙ：ク 

 

 

図５はそれぞれ抵抗の大きさが違う３つの抵抗器を使ってつくった回路を表した回路図である。電源の電圧は 

９Ｖ，抵抗Ｒ１の抵抗の大きさは２Ω，回路全体を流れる電流は３Ａ，抵抗Ｒ３の抵抗の大きさは１.５Ωである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

豆電球ｃ 

豆電球ｂ 

豆電球 a 

ア イ ウ 

エ 

オ カ 

キ ク 

ケ 
コ サ 

抵抗 R2 

抵抗 R3 

抵抗 R1 

９Ｖ 

２Ω 

３Ａ 

1.５Ω 

図２ 図４ 図３ 

Ⅹ Ⅹ 

Ｙ

 

  

Ｙ

 

  

図５ 

Ａ 

電圧計    電流計 

Ａ 
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問４ 抵抗Ｒ1に加わる電圧は何Ｖか，書きなさい。６Ｖ 

 

 

 

 

問５ 抵抗Ｒ２を流れる電流は何Ａか，書きなさい。１Ａ 

 

 

 

 

問６ 回路全体の抵抗は何Ωか，書きなさい。 ３Ω 
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８ 次の各問に答えなさい。ただし，電熱線以外の回路中の抵抗の大きさは考えなくてよい。 

問１ Ｔさんは電熱線の太さと抵抗の関係を調べるために【実験１】を行った。次の(1)～(4)の各問に答えなさ

い。ただし，細い電熱線と太い電熱線の材料と長さは同じである。 
 

【実験１】 
 

  

① 図１のように回路を組み立て，細い電熱線に加える電圧を０Ｖ，1.0Ｖ，2.0Ｖ，3.0Ｖ，4.0Ｖ，

5.0Ｖと変化させ，電流の大きさを測定した。 

② 図１の回路内の細い電熱線を太い電熱線にとりかえ，太い電熱線に加える電圧を①と同じように

変化させ，電流の大きさを測定した。 

③ ①と②の測定結果を表にまとめた。  

図１                  

 

 

 

 

 

 
表 

電圧［Ｖ］ ０ １．０ ２．０ ３．０ ４．０ ５．０ 

電流［Ａ］ 

太い電熱線 ０ ０．１５ ０．３０ ０．４５ ０．６０ ０．７５ 

細い電熱線 ０ ０．０５ ０．１０ ０．１５ ０．２０ ０．２５ 

(1) 図１の回路を回路図でかきなさい。 

 

(2) 【実験１】の測定結果をもとにして，それぞれの電熱線で，電圧計が示す値と電流計が示す値との関係

をグラフに表したものとして最も適当なものを，次のア～カから１つ選び，その記号を書きなさい。 

 

 ア                イ               ウ 

 

 

 

 

 

   エ 

 

   

 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0 
0 1.0 2.0 3.0 4.0  5.0  6.0 0 0.1 0.2 0.3 0.4  0.5  0.6 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 
0 0.1 0.2 0.3 0.4  0.5  0.6 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0 

0.8 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0 

電 

流 

〔Ａ〕 

太い電熱線 

細い電熱線 

電 

流 

〔Ａ〕 

電 

圧 

〔Ｖ〕 

電 

圧 

〔Ｖ〕 

電 

流 

〔Ａ〕 

電 

流 

〔Ａ〕 

電圧〔Ｖ〕 電流〔Ａ〕 電流〔Ａ〕 

太い電熱線 

細い電熱線 

太い電熱線 細い電熱線 

太い電熱線 

. 

太い電熱線 

細い電熱線 

太い電熱線 

細い電熱線 

エ                オ               カ 

細い電熱線 



11 

 

 

 

 

(3) 【実験１】を通して考察した文である。①～④に当てはまる言葉として最も適当なものを次のア～カか

ら１つ選び，その記号を書きなさい。 

材料と長さが同じ電熱線に同じ電圧を加えたとき，太さが太い電熱線のほうが（ ① ）電流が流れま

す。これは，太い電熱線の方が抵抗の値が（ ② ）なることを示しています。また，材料と太さが同じ電

熱線に同じ電圧を加えたとき，長さが長い電熱線の方が，（ ③ ）電流が流れ，長い電熱線のほうが抵抗

の値が（ ④ ）なると考えられる。 

 

ア ① 大きな ②大きく ③大きな ④大きく    イ ① 小さな ②小さく ③小さな ④小さく 

ウ ① 小さな ②大きく ③小さな ④大きく    エ ① 大きな ②小さく ③大きな ④小さく 

オ ① 大きな ②小さく ③小さな ④大きく    カ ① 小さな ②大きく ③大きな ④小さく 

 

 

 

 

 

 

ある日の放課後，小針君と伊奈さんは，階段のスイッチについて，話をしています。 

小 針 君：階段のスイッチってほんと便利だよね。上の階でも下の階でも電気をつけたり，消した

りできるし…ってあれ。 

伊 奈さん：どうしたの，小針君。 

小 針 君：いや，だっておかしくない？回路図で考えてみると，理科の授業で習った基本的な回路

は図３だよね。 

伊 奈さん：そうね。これはスイッチが一個のときだから，階段の場合はスイッチが下の階にも上の 

階にもあるからスイッチを二つにして図４のようになるわね。じゃあ早速，電気をつけ

てみるわ。まず１階のスイッチを入れて，次に２階に上ってスイッチを入れると，ほら

電気がつくわ！…って何だか不便ね。 

  小 針 君：１，２階のスイッチを入れないとつかないのか。しかもその時，１階の人が階段の電気

がつけっぱなしだ！と思って１階のスイッチで電気を消すと（図５），２階からおりて

こようとする人は２階のスイッチでは永遠に電気をつけられないね（図６）。これが夜

だったら…。 

  伊 奈さん：怖い！私の部屋は２階にあるんだけど，よく２階に上ったらそのまま電気を消し忘れ

て，下にいるお母さんに電気を消されるの。よくあるパターンだわ。あれ，でも１階に

おりるときに２階のスイッチでも電気をつけることができるわ！え，なぜなの？ 

  小 針 君：そうか。そういう仕組みか。この回路図だ！これなら，いつでも１階でも２階でも電気

をつけたり，消したりできるぞ！ 

0 1.0 2.0 3.0 4.0  5.0  6.0 0 1.0 2.0 3.0 4.0  5.0  6.0 0 1.0 2.0 3.0 4.0  5.0  6.0 

電圧〔Ｖ〕 電圧〔Ｖ〕 電圧〔Ｖ〕 
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  伊 奈さん：なるほど，納得！階段一つとってもアイデア次第で凄く便利になるものね。 

 

 

問２ 二人が話していた，いつでも階段の 1 階スイッチでも２階スイッチでも電気をつけたり，消したりできる

回路になるように，図７の回路図に導線をかき足しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 図２ 
スイッチ 

スイッチ 

階段 

図４ 

図５ 図７ 図６ 

１階 ２階 ２階 ２階 １階 １階 

１階 ２階 


